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現
在
放
送
中
の

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
連
続
テ

レ
ビ
小
説
『
ご
ち

そ
う
さ
ん
』
を
た

い
へ
ん
興
味
深

く
、
毎
日
欠
か
さ

ず
見
て
い
ま
す
。

　
ご
存
知
の
と
お
り
、
毎
回
お
い
し

い
食
べ
物
が
登
場
。
見
る
た
び
に
わ

く
わ
く
し
、感
動
を
覚
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
子
ど
も
や
親
に
、
職
員
に
伝

え
た
い
！ 

一
緒
に
共
感
し
た
い
！ 

と
切
に
思
い
ま
す
。
ま
さ
に
こ
の
ド

ラ
マ
は
食
育
で
あ
る
、
と
。

　
先
日
、「
和
食
＝
日
本
人
の
伝
統
的

な
食
文
化
」
が
ユ
ネ
ス
コ
（
国
際
連

合
教
育
科
学
文
化
機
関
）
の
無
形
文

化
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
と
て

も
嬉
し
い
こ
と
で
す
。

　
日
本
に
受
け
継
が
れ
る
食
文
化
を

子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い
く
こ
と

は
、
私
た
ち
大
人
の
役
目
。
和
食
の

良
さ
を
見
直
す
時
で
す
。
お
母
さ
ん

や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
庭
料
理
、
郷

土
料
理
や
お
せ
ち
な
ど
季
節
の
行
事

食
、
一
汁
三
菜
な
ど
大
切
に
し
た
い

食
文
化
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　『
ご
ち
そ
う
さ
ん
』め
以
子
が
人
に

喜
ん
で
も
ら
う
た
め
、お
い
し
い
食

事
を
作
る
こ
と
に
奮
闘
す
る
の
も
見

ど
こ
ろ
で
す
。ま
だ
ご
覧
に
な
っ
て

い
な
い
方
に
は
、
ぜ
ひ
お
す
す
め
し

ま
す
。
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北
摂
ブ
ロ
ッ
ク

　
ブ
ロ
ッ
ク
内
を
３
地
域
に
分
け
、
そ
れ

ぞ
れ
11
月
22
日
、
12
月
９
日
、
１
月
24
日

に
実
施
。

　
大
阪
府
社
協
・
社
会
貢
献
支
援
員
が
、

老
人
福
祉
施
設
が
実
施
す
る
「
社
会
貢
献

事
業
」
の
概
要
を
説
明
。
保
育
園
児
が
い

る
母
子
家
庭
へ
の
支
援
事
例
の
紹
介
や
生

活
困
窮
家
庭
の
事
例
検
討
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。

北
大
阪
ブ
ロ
ッ
ク

　
１
月
22
日
に
開
催
。
地
域
貢
献
事
業
の

意
義
や
、
ス
マ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
の
役
割

に
つ
い
て
振
り
返
り
、
大
阪
府
社
協
・
社

会
貢
献
支
援
員
が
、
老
人
福
祉
施
設
が
実

施
す
る
「
社
会
貢
献
事
業
」
の
概
要
を
説

明
。
ま
た
交
野
市
社
協
事
務
局
次
長
の
寺

島
祐
理
子
氏
が
、
交
野
市
地
域
貢
献
連
絡

会
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
し
た
。

河
内
ブ
ロ
ッ
ク

　
11
月
29
日
に
、
八
尾
市
人
権
文
化
ふ
れ

あ
い
部
次
長
の
吉
川
貴
代
氏
を
招
き
、「
地

域
分
権
に
よ
る
暮
ら
し
に
身
近
な
ま
ち
づ

保
育
部
会
の
今
年
度
新
規
事
業
と
し
て
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
企
画
に
よ
り
開
催
さ
れ

た
ス
マ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

ブ
ロ
ッ
ク
で

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
開
催

く
り
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
開
催
。

　
地
域
貢
献
事
業
を
推
進
す
る
上
で
、
地

域
の
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
団
体
と
の
連
携
や

協
働
が
で
き
る
よ
う
、
八
尾
市
の
校
区
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
の
活
動
を
紹
介
し
、
八

尾
市
が
取
り
組
む
ま
ち
づ
く
り
の
仕
組
み

を
説
明
し
ま
し
た
。

　
東
大
阪
市
で
は
、
12
月
19
日
に
開
催
。

千
葉
郁
子
氏
（
元
・
東
大
阪
市
保
育
研
究

室
所
属
）
を
招
い
て
、
各
園
で
の
相
談
・

対
応
事
例
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。
対

応
内
容
に
つ
い
て
、
相
談
・
支
援
す
る
際

の
ポ
イ
ン
ト
や
視
点
を
千
葉
氏
が
解
説
し

ま
し
た
。

堺
ブ
ロ
ッ
ク

　
平
成
22
年
度
か
ら
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研

修
を
実
施
し
て
い
る
堺
ブ
ロ
ッ
ク
は
６
月

26
日
に
、
大
阪
府
社
協
・
社
会
貢
献
支
援

員
を
講
師
に
招
き
、「
地
域
貢
献
事
業
に
求

め
ら
れ
る
も
の
」「
事
例
検
討
」
を
テ
ー
マ

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

泉
州
ブ
ロ
ッ
ク

　
第
１
回
は
11
月
２
日
に
、
岸
和
田
市
家

庭
児
童
相
談
員
の
徂
徠
理
絵
氏
が
、
児
童

虐
待
や
Ｄ
Ｖ
の
対
応
を
中
心
に
社
会
資
源

と
の
連
携
例
に
つ
い
て
講
義
。
Ｄ
Ⅴ
に
関

す
る
事
例
検
討
も
行
い
ま
し
た
。

　
第
２
回
は
12
月
７
日
に
、
泉
佐
野
市
こ

ど
も
部
部
長
の
八
島
弘
之
氏
が
、
相
談
か

ら
社
会
資
源
へ
つ
な
ぐ
際
の
ポ
イ
ン
ト
を

説
明
。
ス
マ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
が
地
域
の

さ
ま
ざ
ま
な
相
談
や
悩
み
を
持
つ
方
々
へ

の
支
援
を
す
る
視
点
か
ら
、
高
齢
者
に
か

か
わ
る
事
例
検
討
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇
　
　
　

　
南
大
阪
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
２
月
19
日
・

20
日
と
２
回
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
は
、
来
年
度
も

各
ブ
ロ
ッ
ク
の
企
画
に
よ
り
実
施
す
る
予

定
で
す
。
ス
マ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
様

の
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

さまざまな事例で意見交換
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就
業
規
則
を
き
ち
ん
と

整
備
し
改
定
し
て
お
く

　
保
育
園
に
限
ら
ず
、
労
使
間

で
起
こ
る
多
く
の
ト
ラ
ブ
ル

は
、
就
業
規
則
や
法
的
手
続
き

の
不
備
に
よ
る
も
の
。
ト
ラ
ブ

ル
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
定
期
的

に
就
業
規
則
の
改
定
を
行
っ
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
就
業
規
則
は
一
度
し
っ
か
り

と
整
備
す
れ
ば
足
り
る
も
の
で

は
な
く
、
保
育
園
の
日
々
の
活

動
の
中
で
変
更
が
生
じ
る
こ
と

は
当
然
で
、
改
定
の
必
要
が
生

じ
ま
す
。
実
際
に
紛
争
が
起
き

た
場
合
、
改
定
や
そ
の
周
知
が

行
わ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
変
更

自
体
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と
判

断
さ
れ
ま
す
。
一
度
紛
争
が
起

き
て
し
ま
う
と
、
解
決
に
多
く

の
時
間
と
費
用
が
か
か
り
ま
す
。

　
契
約
を
遵
守
す
る
と
い
う
現

代
社
会
の
流
れ
に
添
っ
た
対
応

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

契
約
期
間
を
明
示
す
る

こ
と
が
重
要

　
平
成
25
年
4
月
1
日
か
ら
施

行
さ
れ
て
い
る
無
期
転
換
制
度

は
、
同
一
の
使
用
者
と
の
間
で

有
期
労
働
契
約
が
通
算
5
年
を

超
え
て
反
復
更
新
さ
れ
た
場
合

は
、
労
働
者
の
申
し
込
み
に
よ

り
、
無
期
労
働
契
約
（
期
間
の

定
め
の
な
い
労
働
契
約
）
に
転

換
さ
れ
る
と
い
う
も
の
。
通
算

5
年
の
起
算
は
、
こ
の
制
度
の

施
行
日（
平
成
25
年
4
月
1
日
）

以
後
に
開
始
す
る
有
期
労
働
契

約
が
対
象
で
、
す
で
に
施
行
日

前
に
開
始
さ
れ
た
有
期
労
働
契

約
は
5
年
の
カ
ウ
ン
ト
に
含
め

ま
せ
ん
。

　
無
期
転
換
制
度
を
適
用
し
な

い
場
合
の
雇
い
止
め
は
、
更
新

す
る
際
の
契
約
書
に
、
残
り
の

契
約
期
間
に
合
わ
せ
て
「
更
新

回
数
○
回
」
と
明
示
し
、
労
働

者
が
残
り
の
期
間
を
認
識
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。契
約
最
終
年
度
に「
今
回
で

最
後
で
す
」
と
念
を
押
す
こ
と

で
す
。
雇
い
止
め
に
同
意
し
な

い
場
合
は
採
用
に
至
ら
な
い
、

あ
る
い
は
更
新
の
た
め
の
契
約

締
結
が
で
き
な
い
と
し
、
契
約

終
了
と
な
る
こ
と
も
や
む
を
得

な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
研
修
で
は
、
パ
パ
・
マ
マ
育

休
プ
ラ
ス
、
障
害
者
雇
用
率
制

度
、
調
査
研
究
委
員
会
作
成
の

「
入
退
職
管
理
シ
ス
テ
ム
」に
つ

い
て
も
、
初
め
て
の
参
加
者
に

も
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
説
明

さ
れ
ま
し
た
。

　（
調
査
研
究
委
員
会
Ｔ
・
Ｋ
）

　
１
月
21
日
、
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

大
阪
「
旬
」
で
開
催
さ
れ
た
互

礼
会
に
は
１
５
1
人
が
参
加
。

浦
野
靖
人
衆
議
院
議
員
、
永
野

孝
男
大
阪
府
会
議
員
の
ほ
か
、

大
阪
府
、
堺
市
、
高
槻
市
、
東

大
阪
市
の
行
政
の
方
々
に
も
ご

臨
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
永
野
治
男

保
育
部
会
長

は
、「
昨
年
は

規
制
改
革
会
議

で
社
会
福
祉
法

人
に
つ
い
て
議

論
さ
れ
、
情
報

開
示
が
求
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
に

つ
い
て
、
認
定
こ
ど
も
園
へ
の

移
行
か
保
育
園
と
し
て
残
る
の

か
選
択
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
部
会
と
し
て
細
や
か
な
情

報
提
供
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
制
度
が
変
わ
っ
て
い
く
中

で
も
、
私
た
ち
は
子
ど
も
た
ち

の
可
能
性
を
信
じ
、
関
わ
っ
て

熱心に聞き入る参加者

本田直子氏

永
野
治
男
部
会
長

「育児相談員」の認定交付式

就
業
規
則
は
大
丈
夫
？

変
化
す
る
規
則
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

制
度
が
変
わ
っ
て
も

子
ど
も
た
ち
の
可
能
性
信
じ

関
わ
る
こ
と
に
変
わ
り
な
し

保
育
部
会 

新
年
互
礼
会

保
育
部
会
職
員
研
修
労
務
管
理
セ
ミ
ナ
ー

　
社
会
保
険
労
務
士
の
本
田
直
子
氏
に
よ
る
研
修
会
が
1
月

15
日
に
行
わ
れ
、
62
人
の
保
育
関
係
者
が
参
加
し
ま
し
た
。

い
く
こ
と
に
は
変
わ
り
は
あ
り

ま
せ
ん
」
と
開
会
挨
拶
。

　
続
い
て「
育
児
相
談
員
」の
認

定
証
交
付
式
が
行
わ
れ
、
今
年

は
２
１
１
人
の
方
が
認
定
を
受

け
、せ
っ
つ
保
育
園
（
摂
津
市
）

の
福
永
有
希
さ
ん
が
代
表
し
て

受
領
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
の
ご

活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
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ひ
か
り
保
育
園
は
、豊
中

市
の
中
心
部
よ
り
や

や
南
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
阪

急
宝
塚
線
曽
根
駅
や
豊
島
公
園

が
近
く
に
あ
り
、
閑
静
な
住
宅

地
の
中
に
教
会
と
隣
接
し
て
い

ま
す
。

　
経
営
主
体
は
、
宗
教
法
人
日

本
バ
プ
テ
ス
ト
同
盟
曽
根
キ
リ

ス
ト
教
会
で
す
。
１
９
６
５
年

に
ひ
か
り
幼
児
園
と
し
て
開
設

さ
れ
、
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動

を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
１
９
７

３
年
に
豊
中
市
委
託
保
育
所
を

経
て
、
２
０
０
５
年
４
月
よ
り

認
可
保
育
所
と
な
り
ま
し
た
。

定
員
30
人
で
す
。

　
キ
リ
ス
ト
教
、
愛
の
精
神
の

中
で
保
育
を
行
わ
れ
て
い
ま

寝
屋
川
市
の
成
田
不
動

尊
か
ら
徒
歩
十
数
分
、

静
か
な
団
地
の
中
に
あ
る
定
員

90
人
の
明
徳
保
育
園
は
、「
明
る

く
・
強
く
・
正
し
く
」
を
保
育

理
念
に
掲
げ
て
、
昭
和
51
年
に

設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
と
て
も
広
い
園
庭
が
あ
り
、

さ
ら
に
羨
ま
し
い
の
は
平
屋
の

園
舎
と
講
堂
で
す
。

　
乳
児
か
ら
５
歳
児
ク
ラ
ス
の

保
育
室
が
一
列
に
並
び
、
そ
こ

か
ら
突
き
出
す
よ
う
に
配
置
さ

れ
た
講
堂
と
職
員
室
が
あ
り
ま

す
。
乳
児
た
ち
は
階
段
を
使
わ

ず
、
ま
た
雨
の
日
で
も
、
ほ
と

ん
ど
の
行
事
（
雨
天
時
の
体
育

遊
び
や
一
日
動
物
園
、発
表
会
、

も
ち
つ
き
大
会
な
ど
）
が
園
内

で
行
え
る
の
で
す
。

　
保
育
内
容
で
は
体
力
づ
く
り

に
力
を
入
れ
、
専
門
の
体
育

コ
ー
チ
に
指
導
し
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
開
園
以
来
取
り
入
れ

て
い
る
体
育
遊
び
は
、
保
育
の

重
要
な
柱
の
一
つ
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
運
動
会
前
に
は
、
５
歳
児
の

サ
ー
キ
ッ
ト
で
逆
上
が
り
が
で

き
な
い
園
児
が
何
人
か
い
た
の

で
す
が
、
練
習
を
積
み
重
ね
て

い
た
あ
る
日
全
員
が
で
き
、
ク

ラ
ス
中
が
大
き
な
声
で
大
喜
び

し
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
を
見
た

主
任
の
先
生
は
、
と
て
も
感
動

し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

す
。
保
育
方
針
は
、
自
分
も
友

だ
ち
も
大
切
に
し
、
一
人
ひ
と

り
個
性
を
伸
ば
し
つ
つ
意
欲
、

や
る
気
を
育
て
ま
す
。

　
ま
た
、
少
人
数
の
特
性
を
生

か
し
て
、
個
々
に
目
を
配
り
、

個
性
に
寄
り
添
う
こ
と
が
で
き

る
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
環
境
を
心

が
け
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
保
育
の
特
色
は
、
ク
リ
ス
マ

ス
会
で
は
劇
「
オ
ペ
レ
ッ
タ
」

に
取
り
組
み
、
楽
器
で
は
ト
ー

ン
チ
ャ
イ
ム
な
ど
を
演
奏
し
ま

す
。

　
そ
の
他
、
特
に
運
動
あ
そ
び

に
力
を
入
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

年
齢
や
段
階
に
応
じ
て
、
は
し

　
園
児
と
保
育
士
、
コ
ー
チ
が

一
体
と
な
っ
て
、
皆
で
支
え
合

い
進
め
て
ゆ
く
姿
と
、
全
員
で

喜
び
を
分
か
ち
合
う
姿
が
印
象

に
残
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

 

（
編
集
委
員
Ｊ
・
Ｈ
）

広いお庭で元気いっぱい
階段のない平屋の園舎と講堂

少人数の特性生かした
アットホームな環境

園児・保育士・コーチ一体
体力づくりで喜び分かち合う

目標もった運動あそびで
チャレンジ精神と達成感

保育園を
たずねて
486

寝屋川市 明徳保育園

豊中市 ひかり保育園

ご
登
り
・
跳
び
箱
・
逆
上
が
り
・

側
転
・
台
上
前
転
な
ど
自
分
の

目
標
を
少
し
上
に
お
い
て
、
そ

れ
に
向
か
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
精
神
と
、
成
功
し
て
「
や
っ

た
！
」
と
い
う
達
成
感
を
大
事

に
さ
れ
て
い
ま
す
。運
動
会
は
、

個
々
の
練
習
し
た
成
果
を
発
表

す
る
場
と
な
る
そ
う
で
す
。

　
ま
た
年
長
組
は
、
就
学
す
る

ま
で
に
定
期
的
に
近
隣
の
保
育

園
に
訪
問
し
た
り
し
な
が
ら
交

流
を
深
め
、
大
き
な
集
団
で
過

ご
す
体
験
を
通
し
て
新
し
い
生

活
環
境
に
慣
れ
る
よ
う
努
力
さ

れ
て
い
ま
す
。

 

（
編
集
委
員
　
Ｍ
・
Ｈ
）

クリスマス会では「オペレッタ」、
トーンチャイムなどに挑戦！できたよ！やった～♪

雨天でも遊べる大きな講堂

広いお庭で体力づくり
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歴
史
息
づ
く
堺
の
静
か

な
寺
町
に
あ
る
社
会

福
祉
法
人
あ
す
か
保
育
園
は
、

昭
和
48
年
４
月
に
浄
土
真
宗
本

願
寺
派
源
光
寺
の
境
内
に
開

設
。
今
年
41
年
を
迎
え
ま
す
。

　
毎
日
の
生
活
は
、
朝
の
礼ら
い
は
い拝

に
は
じ
ま
り
ま
す
。
生
命
の
尊

さ
を
知
り
、
生
か
さ
れ
て
い
る

喜
び
を
も
て
る
、
や
さ
し
い
思

い
や
り
の
あ
る
心
豊
か
な
子
ど

も
に
育
つ
よ
う
に
と
願
い
、
保

育
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
毎
月
の「
あ
す
か
フ
ァ
ミ
リ
ー

デ
ー
」
は
、
幼
児
が
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
、コ
ー
ナ
ー
遊
び
や
散

歩
、給
食
な
ど
を
一
緒
に
楽
し
み

ま
す
。
年
長
児
が
年
少
児
を
思

い
や
り
、お
互
い
助
け
合
う
姿
は

昭
和
55
年
に
創
設
さ
れ

た
松
の
木
保
育
園
は

定
員
１
２
０
人
。
周
辺
の
山
々

に
は
特
産
ぶ
ど
う
の
ビ
ニ
ー
ル

ハ
ウ
ス
が
多
く
見
ら
れ
、
自
然

豊
か
な
環
境
で
す
。

　
近
隣
の
住
宅
街
に
は
公
園
が

点
在
し
、
天
気
の
い
い
日
は
散

歩
に
出
か
け
ま
す
。
畑
も
多

く
、
野
菜
の
栽
培
を
通
し
て
植

物
の
成
長
に
触
れ
、
食
す
る
こ

と
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
養
い

ま
す
。

　
給
食
で
は
毎
日
ジ
ャ
コ
な
ど

を
食
べ
、
か
ら
だ
づ
く
り
に
も

配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
月
１
度
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
を

訪
問
し
、
地
域
の
お
年
寄
り
と

季
節
の
制
作
活
動
や
伝
承
遊
び

な
ど
で
交
流
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
年
長
児
は
、
校
区
内
の
幼
稚

園
を
相
互
に
訪
問
し
て
一
緒
に

遊
ぶ
機
会
を
設
け
る
な
ど
、
就

学
前
に
多
く
の
友
だ
ち
が
で
き

る
機
会
を
持
た
れ
て
い
ま
す
。

　「
子
ど
も
か
ら
出
発
す
る
保

育
」
を
基
本
に
し
た
保
育
に
取

り
組
ま
れ
、
子
ど
も
の
発
想
を

日
々
の
保
育
に
い
か
す
よ
う
に

取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

　
英
語
・
習
字
・
体
操
・
和
太

鼓
に
は
、
外
部
講
師
を
招
い
て

い
ま
す
。
な
か
で
も
規
律
と
調

和
を
テ
ー
マ
に
取
り
入
れ
ら
れ

て
い
る
和
太
鼓
で
は
、
子
ど
も

た
ち
の
成
長
や
達
成
感
が
、
大

き
く
見
ら
れ
ま
す
。

　
人
口
動
向
も
気
に
な
る
今
後

で
す
が
、
家
庭
環
境
・
地
域
環

微
笑
ま
し
い
も
の
で
す
。

　「
リ
ト
ミ
ッ
ク
集
会
」
で
は
、

２
〜
５
歳
児
が
ピ
ア
ノ
演
奏
に

合
わ
せ
て
、
動
物
の
動
き
を
真

似
し
て
身
体
を
動
か
す
リ
ズ
ム

遊
び
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
上

手
く
で
き
な
か
っ
た
子
ど
も
が

い
る
と
、
ま
わ
り
か
ら
自
然
に

「
が
ん
ば
れ
！
」と
声
援
や
手
拍

子
が
あ
が
り
、
と
て
も
あ
た
た

か
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
す
。

　
３
月
に
は
、
卒
園
を
迎
え
る

５
歳
児
が
、
お
寺
の
行
事
で
あ

る
報
恩
講
に
お
稚
児
さ
ん
と
し

て
参
加
。
雅
楽
が
演
奏
さ
れ
る

中
、
保
育
園
の
周
り
を
練
り
歩

境
の
変
化
に
伴
い
、
保
育
園
の

役
割
も
年
々
増
え
、
変
化
し
ま

す
。
地
域
支
援
と
い
う
枠
組
み

で
、
保
育
園
が
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

 

（
編
集
委
員
Ｈ
・
Ｍ
）

保育園を
たずねて
487

き
ま
す
。
き
れ
い
に
お
化
粧
を

し
て
稚
児
衣
装
を
身
に
つ
け
た

子
ど
も
の
行
列
は
、
毎
年
の
風

物
詩
と
し
て
近
所
の
人
た
ち
も

楽
し
み
に
さ
れ
、「
今
年
も
春
が

来
た
ね
」
と
声
を
か
け
て
く
だ

さ
る
そ
う
で
す
。

　「
明
る
く
、
清
潔
な
環
境
の

中
で
、
伸
び
伸
び
と
育
つ
子
ど

も
の
し
あ
わ
せ
を
願
っ
て
い
ま

す
。す
べ
て
の
恵
み
に
感
謝
し
、

『
あ
り
が
と
う
』
が
言
え
る
子

ど
も
、
平
和
を
愛
す
る
大
人
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま

す
」
と
、
髙
橋
一
見
園
長
が
笑

顔
で
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

 

（
編
集
委
員
Ｋ
・
Ｋ
）

子どもの発想を日々いかし
子どもから出発する保育

恵みに感謝・ありがとう
稚児行列に「春が来たね」

食することへの感謝養う
規律と調和の和太鼓で成長

ファミリーデーを楽しみ
励ましあうリトミック集会

太子町 松の木保育園

堺市 あすか保育園

報恩講の稚児行列 あすかファミリーデーの様子

思いっきり体を動かせる園庭

和太鼓で地域のイベントにも参加
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保
育
のまど
87

まど
〈
ケ
ー
ス
１
〉 

Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
発

生
予
防
の
た
め
に
、
記
録
は
つ

け
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
毎

日
の
こ
と
で
す
か
ら
、
何
と
な

く
惰
性
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い

ま
せ
ん
か
？ 

あ
る
い
は
そ
の

チ
ェ
ッ
ク
項
目
で
本
当
に
事
故

を
防
止
で
き
ま
す
か
？ 

果
て

は
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い
て
も
赤

ち
ゃ
ん
が
、
次
の
チ
ェ
ッ
ク
時

間
に
息
を
し
て
い
な
か
っ
た
ら

ど
う
し
ま
す
か
？

危機は忘れたころに
やってくる

南大阪ブロック 千早赤阪福祉会

リスクマネジメント
わが園の取り組み● ●

千
早
赤
阪
福
祉
会
で
は
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
り

組
み
と
し
て
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

と
と
も
に
、「
い
か
に
事
故
を
起
こ
さ
な
い
か
、
リ
ス
ク

を
発
生
さ
せ
な
い
か
」
な
ど
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
回
は
そ
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

〈
ケ
ー
ス
２
〉
園
児
が
怪
我
を

し
た
時
の
対
処
は
ど
う
し
て
い

ま
す
か
？ 

頭
部
を
打
っ
た
時
、

病
院
ま
で
連
れ
て
行
く
基
準
は

あ
り
ま
す
か
？ 

後
日
、
後
遺

症
が
発
症
し
た
ら
ど
う
し
ま
す

か
？

〈
ケ
ー
ス
３
〉
ト
ラ
ブ
ル
メ
ー

カ
ー
の
職
員
が
い
た
ら
ど
う
し

ま
す
か
？ 

辞
め
さ
せ
る
の
も
、

な
か
な
か
難
し
い
世
の
中
で
す

か
ら
ね
。そ
の
職
員
が
原
因
で
、

他
の
職
員
が
ど
ん
ど
ん
辞
め
て

い
っ
た
ら
ど
う
し
ま
す
か
？ 

保
育
園
の
存
続
に
も
か
か
わ
る

問
題
で
す
。

リ
ス
ク
管
理
意
識
を

再
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ

す
る
こ
と
が
大
切

　
矢
継
ぎ
早
に
さ
ま
ざ
ま
な
リ

ス
ク
の
事
例
を
提
示
さ
れ
た
千

早
赤
阪
福
祉
会
の
向
井
秋
久
理

事
長
。
昨
年
２
カ
園
目
を
開
園

さ
れ
て
、
そ
れ
ま
で
と
は
管
理

運
営
の
方
法
が
大
き
く
変
わ
っ

た
こ
と
を
痛
感
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　「
１
カ
園
の
時
は
常
時
園
に

い
ら
れ
ま
す
か
ら
ね
。
自
分
一

人
で
も
目
が
行
き
届
き
ま
す

が
、
や
は
り
複
数
園
に
な
っ
て

く
る
と
そ
う
は
い
か
な
い
」
と

向
井
理
事
長
。

　
そ
こ
で
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
株
式
会

社
ア
イ
ギ
ス
と
顧
問
契
約
を
結

び
、
対
策
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
、
目
の
前
に
問
題
が
発
生

し
た
訳
で
は
な
い
が
、
こ
れ
か

ら
発
生
し
う
る
事
柄
。
つ
ま
り

そ
れ
が
リ
ス
ク
で
あ
り
、
そ
の

リ
ス
ク
を
発
生
さ
せ
な
い
こ
と

が
大
切
で
あ
り
、
そ
の
発
生
確

率
を
極
限
に
ま
で
下
げ
る
た
め

に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
を
考

え
ま
し
た
。
何
か
が
起

こ
っ
て
か
ら
そ
の
処
理
を

お
願
い
す
る
の
は
弁
護
士

の
仕
事
で
す
が
、
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
は
い
か
に
事
故

を
起
こ
さ
な
い
か
、
あ
る

い
は
い
か
に
ク
レ
ー
ム
を

発
生
さ
せ
な
い
か
を
検
討

し
、
契
約
さ
れ
た
そ
う
で

す
。
毎
月
の
顧
問
料
は
発

生
し
ま
す
が
、
そ
の
費
用

で
重
大
な
ア
ク
シ
デ
ン
ト

を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
て
い

る
と
考
え
れ
ば
、
費
用
対

効
果
は
高
い
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
に
24
時
間
体
制

で
、
電
話
に
よ
る
相
談
を

受
け
付
け
て
く
れ
ま
す
。
ま

た
、（
株
）
ア
イ
ギ
ス
を
通
じ

て
、
定
期
的
に
全
国
の
事
故
や

ク
レ
ー
ム
問
題
を
代
表
者
で
あ

る
自
分
自
身
が
目
を
通
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。
そ
の
都
度
、
リ

ス
ク
管
理
の
意
識
を
再
セ
ッ
ト

ア
ッ
プ
す
る
こ
と
に
努
め
て
い

ま
す
。
こ
の
こ
と
が
最
も
大
切

で
あ
り
、
最
大
の
リ
ス
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
で
あ
る
と
向
井
理
事

長
は
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
園
内
の
取
り
組
み
と
し
て

は
、
日
々
の
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
を

集
積
し
、
担
当
者
を
決
め
そ
の

内
容
を
分
析
・
調
査
の
上
、
職

員
会
議
と
は
別
に
リ
ス
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
会
議
を
月
１
回
の
割

合
で
開
催
。
常
に
職
員
に
も
リ

ス
ク
を
意
識
さ
せ
る
こ
と
を
心

掛
け
て
い
ま
す
。
ま
た
行
事
ご

と
に
毎
回
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト

を
取
り
、
改
善
す
べ
き
と
こ
ろ

は
徹
底
し
て
改
善
さ
れ
て
い
ま

す
。
向
井
理
事
長
自
ら
常
日
頃

リ
ス
ク
を
意
識
し
て
い
る
か
ら

こ
そ
、
職
員
全
員
に
そ
の
意
識

が
伝
わ
っ
て
い
く
の
だ
と
感
じ

ま
し
た
。 （
編
集
委
員
Ｎ
・
Ｍ
）

様々なアンケートや会議でリスクの意識を高める
スマイルサポーター
フォローアップ研修会
開催について

開催ブロック
【南大阪ブロック】
日時▶２月19日（水）
　　　14時～ 16時
会場▶ＳＡＹＡＫＡホール
 （大阪狭山市）

日時▶２月20日（木）
　　　14時～ 16時
会場▶リビエールホール（柏原市）

　他ブロックからご参加を希望され
る方、研修内容を知りたい方は事務
局までお問い合わせください。

（☎06-6762-9001）
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ブ
ロ
ッ
ク
だ
よ
り

OSAKA

　
小
学
5
・
6
年
生
で
英
語
を
2 

0

 

2 

0
年
度
か
ら
正
式
教
科
に
す
る
と

文
科
省
が
昨
年
末
に
発
表
。
3
・
4

年
生
で
も
英
語
を
聞
く
話
す
時
間
を

週
1
〜
2
時
間
設
け
る
。
高
校
で
も

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
さ
れ
、
卒
業
時
に
英

検
２
級
か
準
１
級
程
度
が
目
標
。
中

高
の
先
生
方
も
大
変
。

　
指
導
充
実
の
た
め
、
高
い

英
語
力
を
有
す
る
一
般
の
人

が
小
学
校
で
の
授
業
を
行
え

る
よ
う
に
特
別
免
許
状
を
新

設
す
る
。
え
え
こ
と
や
！
　
一
般
の

方
々
が
学
校
に
出
入
り
す
る
の
は
素

晴
ら
し
い
こ
と
。
ま
す
ま
す
開
か
れ

た
学
校
に
な
る
。

　
和
食
＝
日
本
人
の
伝
統
的
な
食
文

化
が
ユ
ネ
ス
コ
の
保
護
条
約
代
表
一

覧
表
に
記
載
さ
れ
る
。

　
美
味
し
い
日
本
料
理
は
外
国
で
も

大
人
気
!! 

私
な
ど
は
若
い
頃
、
大

き
な
皿
に
チ
ョ
コ
ッ
ト
の
せ
て
、
次

が
な
か
な
か
来
な
い
フ
ラ
ン
ス
料
理

よ
り
、
日
本
の
会
席
が
勝
っ
て
る
と

思
う
と
っ
た
。
な
ん
か
島
国
根
性
丸

出
し
や
け
ど
（
笑
）。

　
こ
の
伝
統
的
な
和
食
が
国
内
で
は

危
機
的
状
況
に
あ
る
ら
し
い
。
食
育

で
大
事
な
の
は
家
庭
料
理
で
あ
る
が
、

時
間
が
な
い
・
子
ど
も
が
嫌
い
な
ど

の
理
由
で
、
作
ら
な
い
。
ま
た
、
作

れ
な
い
母
も
い
て
、
そ
の
家
庭
に

育
っ
た
子
は
家
庭
料
理
を
知
ら
な
い

ま
ま
育
つ
。
料
理
器
具
の
な
い
家
も

あ
り
、
焼
き
魚
を
し
な
い
家
庭
も
あ

る
と
聞
く
。

　
冬
休
み
に
卒
園
児
が
来
て
、
僕
は

味
噌
汁
の
係
を
し
、
そ
の
姉
が
お
か

ず
を
作
る
。メ
イ
ン
は
ご
飯
。フ
ァ
ー

ス
ト
フ
ー
ド
に
押
さ
れ
が
ち
に
見
え

る
が
、
そ
の
家
庭
で
は
母
の
指
示
で

子
ど
も
が
動
く
。
手
伝
い
は
大
切
な

こ
と
で
あ
る
が
、
親
が
作
っ
て
あ
げ

る
こ
と
も
大
事
。
何
処
の
園
で
も
あ

る
が
、
親
の
姿
勢
が
子
ど
も
の
育
ち
。

昔
か
ら
言
わ
れ
て
る
、
子
ど
も
見
た

ら
親
が
分
か
る
！

　
さ
て
、
米
好
き
を
作
る
た
め
今

旬
の
冬
野
菜
、
旨
い
漬
物
作
っ
た

ろ
。
も
う
一
つ
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー

メ
ン
の
進
化
に
脱
帽
！ 

私
の
少
年

期
に
こ
の
世
に
出
た
イ
ン
ス
タ
ン
ト

ラ
ー
メ
ン
。
お
湯
を
か
け
て
三
分
間

待
つ
の
だ
ぞ
！ 

だ
っ
た
。
先
日
職

員
か
ら
最
近
の
ラ
ー
メ
ン
事
情

を
聞
き
及
び
早
速
ス
ー
パ
ー
で

そ
れ
ら
し
き
袋
を
数
種
類
ゲ
ッ

ト
。
給
食
の
無
い
土
曜
日
の
お

昼
に
い
た
だ
い
た
。
麺
が
ま
る

で
生
麺
の
よ
う
で
、
旨
い
が
な
ぁ
。

う
か
う
か
し
て
た
ら
、
そ
こ
ら
辺
り

の
ラ
ー
メ
ン
屋
が
負
け
そ
う
。

　
世
界
に
誇
る
日
本
の
食
文
化
、
海

外
に
は
こ
の
ラ
ー
メ
ン
を
持
っ
て
い

き
な
は
れ
。
鍋
と
水
も
、
荷
物
に
な

る
け
ど
忘
れ
ん
と
。 

（
Ｈ
・
Ｎ
）

イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
の
進
化
に
脱
帽
！

大
事
な
家
庭
料
理
。親
の
姿
勢
が
子
ど
も
の
育
ち

北
　
摂

泉
　
州

新
制
度
の
課
題
に

積
極
姿
勢
で

 

― 

年
末
研
修
会

「
私
は
女
優
！
」

胸
を
張
る

 

― 

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
研
修

　
11
月
29
日
、「
保
育
の
動
向
│

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度

と
国
の
子
ど
も
・
子
育
て
会
議

の
検
討
状
況
」
を
富
山
県
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
会
議
の
委
員

で
あ
る
小
島
伸
也
氏
（
全
国
保

育
協
議
会
副
会
長
・
は
り
は
ら

保
育
園
園
長
）
が
講
義
。「
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
│
対

応
が
必
要
な
事
項
や
課
題
等
に

つ
い
て
」（
全
保
協
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
）
を
資
料
に
、保
育
園
を
取
り

巻
く
環
境
が
ど
う
変
わ
る
か
、

私
た
ち
は
ど
う
対
応
し
、
情
報

を
い
か
に
入
手
す
べ
き
か
に
つ

い
て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
小
島
氏
は
、
内
閣
府
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
中
の
子
ど
も・

子
育
て
会
議
の
議
事
資
料
や
動

画
を
紹
介
。
ひ
と
つ
の
会
議
が

１
時
間
以
上
も
あ
り
ま
す
が
、

保
育
関
係
委
員
の
皆
さ
ん
の
意

見
や
幼
稚
園
や
認
可
外
施
設
な

ど
他
業
者
の
見
解
な
ど
、
省
略

化
さ
れ
た
ま
と
め
資
料
な
ど
に

は
反
映
さ
れ
て
い
な
い
内
容
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
提
供
さ
れ
る
情
報
を
た
だ
受

け
取
る
だ
け
で
な
く
、
新
制
度

に
向
け
、
積
極
的
に
自
ら
課
題

に
向
か
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
教
わ
り
ま
し
た
。

 

（
山
手
台
保
育
園
Ｎ
・
Ｔ
）

　
１
月
11
日
、
泉
佐
野
市
民
総

合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
武
富

倭
人
氏
（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ス
タ

イ
リ
ス
ト
）
に
よ
る
研
修
に
は

２
３
８
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
目
を
つ
ぶ
り
１
分
間
そ
の
場

で
足
踏
み
し
て
、
良
い
姿
勢
か

ど
う
か
を
チ
ェ
ッ
ク
。目
を
開
け

る
と
最
初
と
は
全
く
違
う
場
所

に
い
る
自
分
を
見
て
、
左
右
の

体
の
歪
み
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
少
し
の
段
差
や
何
も
な
い
所

で
つ
ま
ず
く
人
は
か
か
と
立
ち

を
、
靴
の
か
か
と
が
す
り
減
る

人
は
つ
ま
先
立
ち
を
す
る
と
改

善
さ
れ
る
。
イ
ン
ナ
ー
マ
ッ
ス

ル
を
鍛
え
る
と
体
の
バ
ラ
ン
ス

が
良
く
な
り
便
秘
に
な
り
に
く

い
。
悪
口
や
マ
イ
ナ
ス
言
葉
を

発
し
な
が
ら
歩
く
と
ペ
ー
ス
が

遅
く
姿
勢
も
悪
く
な
り
、
誉
め

言
葉
や
プ
ラ
ス
言
葉
を
発
し
て

歩
く
と
背
筋
が
伸
び
ペ
ー
ス
も

早
く
姿
勢
も
良
く
な
る
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。
　

　
脳
ト
レ
で
は
、
左
足
を
曲
げ

左
膝
を
右
手
で
触
る
↓
右
足
を

曲
げ
右
膝
を
左
手
で
触
る
↓
左

足
を
曲
げ
左
手
を
上
げ
る
↓
右

足
を
曲
げ
右
手
を
上
げ
る
。
胸

と
胸
の
間
を
た
た
く
と
力
が
出

て
、
な
で
る
と
リ
ラ
ッ
ク
ス
が

で
き
る
な
ど
、
免
疫
力
が
低
下

し
た
り
発
表
会
や
卒
園
式
な
ど

行
事
が
続
く
こ
れ
か
ら
の
時

期
、
園
児
と
一
緒
に
楽
し
め
る

方
法
を
教
わ
り
ま
し
た
。

　
最
初
は
肌
寒
か
っ
た
体
育
館

も
、う
っ
す
ら
汗
を
か
く
ほ
ど
。

　「
私
は
女
優
！
」を
合
言
葉
に

笑
顔
で
胸
を
張
り
、
体
育
館
を

歩
き
、
と
て
も
清
々
し
い
気
持

ち
で
研
修
を
終
え
ま
し
た
。

 

（
東
羽
衣
保
育
園
Ｓ
・
Ｋ
）

小島伸也氏

新制度に研究熱心な参加者たち

心と体について熱心に聞き入る参加者

レッツ！ 健康ウォーキング


